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【緒言】 

医師の服装は医療面接において患者が医師に対して抱く信頼感の重要な要素の一つ

とされる。医師の診察衣に対して患者視点から調査した研究はこれまでに多く報告さ

れている。医師の白衣着用は、患者に衛生的・専門的・権威的かつ科学的な印象を与

えるとされ、韓国、マレーシア、イスラエルやアメリカ合衆国等様々な国から患者が

医師の診察衣に対して白衣を望むことが報告されている。本邦でも、医師の服装に関

するアンケート調査で、多くの患者は白衣着用のほうが白衣非着用よりも信頼できる

と回答している。 

患者の診察衣嗜好は時代や場所などの影響を受けると考えられる。スイスのプライ

マリ・ケアの場での調査によると、白衣を重要と考える患者は 34%にとどまり、白衣

が医師の象徴的服装ではなくなりつつあることが示されている。近年、本邦でも在宅

診療などを中心にあえて白衣を着ない診療形態も見受けられ、医師が診療現場に応じ

て診察衣を選択している可能性が考えられる。 

それにもかかわらず、本邦では診察衣の実情に関する報告はない。そのため診療現

場毎の着衣の変化だけでなく、医師の診察衣選択に寄与する要因も明らかではない。

そして世界的にも、診察衣研究は病院を対象としているものが多く、診療所の報告は

ごく少数であり、在宅診療の場での診察衣に関する研究はない。 

そこで本研究の目的は、病院・診療所・在宅診療での診療経験がある医師を対象に、

診察時の診察衣に関する実情を調査すること、及び医師は診療の場所(病院、診療所、

在宅診療)毎に何を重視し診察衣を選択するのかを明らかにすることとした。 

 

【方法】 

対象は日本プライマリ・ケア連合学会認定家庭医療専門医 794 名(男性：580 名 73% 

女性：214 名 27%)のうち日本プライマリ・ケア連合学会メーリングリスト(任意登録)

に登録している医師とし、Web を用いた質問紙調査を実施した。 

本邦の在宅診療は病院からの派遣と診療所からの派遣に大きく分かれるため、病院・

診療所・在宅診療(病院派遣)・在宅診療(診療所派遣)の 4 つの診療場面を設定した。 

診察衣に関しては先行研究を参考に、男女医師の白衣・セミフォーマル・スクラブ・

カジュアルの 4 種(Fig1)とした。診察衣の現状把握として、各々の診療の場での診療

の有無及び診察衣(白衣、スクラブ、セミフォーマル、カジュアル、その他より選択)、

診察衣を選択した理由(勤務先規定、過去からの習慣、専門的、共感的、清潔感、動き

やすさから 1 項目)を選択式アンケートで調査した。 

現在着用している服装が自身の考えを反映していない可能性も考慮し、理想の服装

についても調査した。現在の診察衣調査と同様に、各々の診療の場において家庭医が

理想とする診察衣(白衣、スクラブ、セミフォーマル、カジュアル、その他より選択)

並びにその理由(専門的、共感的、清潔感、動きやすさ、その他から 1 項目)を選択式

アンケートにて調査した。 

統計解析は IBM SPSS Statistics 26 を用いて l×m 分割表の独立性の検定および残差分
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析を Pearson のカイ 2 乗検定を行った。 

 

【結果】 

全家庭医のうち 19.3%(153 名；男性 112 名 73% 女性 41 名 26.8%)から回答を得た。

家庭医の診療従事場所ごとの内訳を Table1 に示す。 

実際に診療時に着用している服装の選択理由は、白衣で習慣と専門的、清潔感、ス

クラブで動きやすさ、カジュアルは共感的が多かった(Table2)。診察時に実際に着用

している診察衣の実情調査(Fig2)では、病院では白衣を選ぶ家庭医が半数以上(52%)

を占めた。一方、診療所と在宅診療では非白衣が半数以上を占めた。各施設での服装

毎の選択理由も Table2 と同様の傾向を示した(Fig3)。 

理想と考える診察衣の選択理由を Table3 に示す。セミフォーマルは清潔感、白衣は

専門的・清潔感、スクラブは動きやすさ、カジュアルは共感的という理由が多かった。

診察の場毎の理想の診察衣調査では、病院では白衣を選択する家庭医が多く(54%)、

診療所や在宅診療では白衣以外を選択する割合が増加した(Fig4)。各施設での服装毎

の選択理由も Table3 と同じ傾向を示した(Fig5)。 

病院で白衣が望ましいと考える家庭医は過半数であるが、病院以外の施設では 1/4

の家庭医しか白衣を理想の診察衣としていなかった(Fig4)。そのため病院で白衣が望

ましいと回答した家庭医に限定して、病院以外の各施設でどのような診察衣選択をし

たのかを検討した(Fig6)。診療所では白衣が多い傾向を示したが、在宅診療では白衣

を選択割合が減少し、カジュアル比率が増えた。診療所系在宅診療ではカジュアル選

択が最も多い結果となった。カジュアル選択の理由の多くは共感的というものであっ

た。 

 

【考察】 

本研究では本邦の家庭医が、診療の場毎で実際にどのような診察衣を着用し診療し

ているかを初めて明らかにした。特に在宅診療における服装研究報告は初となる。今

回の調査で本邦の家庭医が診療の場に応じて服装の嗜好を変えることが明らかとなっ

た。 

海外での患者視点の医師の服装に関する嗜好調査では、病院及び診療所において、

患者は白衣を好む報告が多い。本邦でも患者視点の診察衣嗜好に関する研究では、病

院や診療所において白衣が好まれている。本研究では診療所・在宅診療で動きやすさ

や患者への共感性を重視し過半数の家庭医は白衣を着用していないことが明らかとな

った。また理想の診察衣調査でも、診療所・在宅診療では非白衣群が増加した。既報

では患者は診療所で白衣を望んでおり、診療所において医師・患者間で白衣着用に関

する嗜好の差異が認められた。 

病院では実際及び理想の服装で白衣が最多であり、医師・患者間の診察衣の嗜好は

合致した。病院での医師の診察衣に対する患者の意識調査では、白衣は専門的・衛生

的、カジュアルは親しみやすいと考える患者が多いという報告がある。本研究では、

- 2 -



病院において、理想の服装として白衣が最も多くその理由は専門的だからというもの

が最多であった。これは専門性を求める患者のニーズに合致する結果と考える。 

診療所や在宅診療はプライマリ・ケアの中核であり、患者により近い場での診療と

なる。診療所や在宅診療ではカジュアルを選択する医師が増加し、理由としては共感

的が多かった。本研究では特に在宅診療において白衣以外の診察衣を好む医師をより

多く認めた。他の報告で白衣は有意に患者の緊張・不安を高めることが知られている。

在宅においては医師と患者との近接性を意識し、医師があえて白衣を選択しない可能

性も考えられるが、現時点で他に医師患者双方の服装に関する調査報告はなく、今後

の研究課題としたい。 

世界的にも家庭医の服装についての考えに関する報告がないことから、今後の患者・

医師関係構築の一助になる研究であると考える。 

 

【結論】 

病院では実際および理想の診察衣として白衣が最多であり、その多くは専門的とい

う理由から選択された。一方で診療所や在宅診療では実際の診察衣は非白衣が多く、

理想の診察衣はカジュアルを中心に非白衣割合がさらに増えた。そしてそれは共感的

という理由から選択された。本研究から、本邦の家庭医は診療の場毎に服装を選択し

ており、それは異なる理由を重視しているためであることが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 3 -




